
村のようす i 
(49年7月 1日現在)i 
世帯数 1，413戸
人 τ吋 7j163人

男 3，495人
女 3，668人 l

面積 46.62械 i
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i 編集・発行 i 
i 福島県石川郡

j 玉川村役場企画課

i 印 .刷 所

i 須賀川市加治町69

i 錫円谷印刷
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イ中金

遠 山鈴伊

議口木

義

伊

藤

来

官

官

田

中

ハ

郡

佐

伯

玉

雄

経

崖

道

夫

高

田

s

兼

芳

水

谷

、

之

助

タ

郡
山
市

矢
吹
町

石
川
町

男寛幸光

ん
γ

竜

崎中ん
ザ

鈴湯域

田谷形木沢野

藤主

川

辺

熊岩

暮
ら
し
に
結
び
つ
い
た

簡
易
生
命
保
険
資
金

時誰

大
正
五
年
に
創
業
以
来
、

が
ら
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
欝
易

保
険
の
契
約
高
は
、
こ
の
五
月
十

六
日
に
二
十
兆
円
を
突
設
し
、
契

約
件
数
で
辻
約
四
千
八
百
万
件
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
払
込
山
探
検
料
は
四
兆
五

千
億
円
に
も
達
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
ご
加
入
者
の
民
間
様
か
ら
払

込
ま
れ
た
保
険
料
で
、
持
来
保
険

金
や
配
当
金
と
し
て
お
支
払
い
す

る
ま
で
、
皆
様
の
貴
重
な
財
践
と

し
て
大
切
拡
お
預
り
し
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
の
託
金
の
運
用
に
あ

た
っ
て
は
、
ご
加
入
告
の
利
益
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
引
的
と
し
て

お
り
、
公
共
の
科
誌
に
な
る
よ

う
、
そ
の
大
部
分
を
都
道
府
県
、

市
町
村
、
公
言
'
な
ど
民
融
資
し
て

住
で
、
学
校
、
道
部
、
港
湾
な
ど

の
公
共
施
設
の
雄
投
、
生
活
環
崎

利党政

市勝

続
人
数
を
掛
品
り
た
金
額
と
の
合
計

抑
制
〉
と
配
鶴
者
控
除
額
ハ
六
十
万

円
に
接
調
期
間
か
ら
十
年
を
差
し

引
い
た
年
数
を
掛
け
た
金
額
で
ふ
八

百
万
丹
が
限
度
〉
と
の
合
計
額
よ

り
多
い
と
き
は
、
死
亡
の
日
の
翌

日
か
ら
六
か
月
以
内
に
相
続
税
の

申
告
が
必
要
で
す
。

と
の
ほ
か
、
死

t
し
た
人
の
配

偶
者
が
受
け
る
遺
産
に
つ
い
て

は
、
取
得
し
た
遣
鹿
の
一
一
一
千
万
円

を
張
度
と
し
て
そ
れ
に
担
当
す
る

税
金
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

致

宗金

自
治
功
労
で

表
彰
さ
れ
る

玉
川
村
発
展
の
た
め
、
永
年
買

の
盤
錆
な
ど
明
る
い
町
づ
く
り
、
'
敵
さ
れ
た
役
場
総
務
課
長
山
埼
甲

村
づ
く
り
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
子
郎
さ
ん
と
、
住
民
課
長
円
谷
…
慌

て
お
り
ま
す
。

2

男
さ
ん
が
、
こ
の
捻
ど
全
額
町
村

な
お
、
現
在
ま
で
に
玉
川
村
に
'
金
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

融
資
し
ま
し
た
箆
易
保
険
の
資
金
こ
れ
は
、
二
十
五
年
に
わ
た
り

は
、
六
千
八
百
六
十
万
円
に
な
り
玉
川
村
役
場
に
勤
務
し
、
地
方
自

て
お
り
、
学
校
の
建
設
、
道
路
、
巴
治
発
援
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

等
、
生
活
環
境
の
整
備
が
行
な
わ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

れ
住
み
よ
い
弱
る
い
村
。
つ
く
り
の
ま
た
、
玉
川
川
村
議
会
議
長
小
針

た
め
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
ゆ
捺
一
ニ
さ
ん
も
多
年
議
会
議
長
と
し

す

。

て

地

方

自

治

発

展

に

尽

さ

れ

た

拐

援
に
対
し
、
揺
島
県
町
村
議
長
会

長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〈
川
辺
郵
便
籍
よ
り
〉

遺
産
を
相
続
し

た
と
き
の
税
金

相

続

や

遺

贈

に

よ

る

贈

与
〉
に
よ
っ
て
財
産
を
も
ら
っ
た

場
合
、
遺
鐙
総
額
が
基
礎
控
除
額

首
万
丹
と
百
二
十
万
丹
に
括

危
険
物
の
収
集
は
毎

月
一
日
で
す
。

危
険
物
は
収
集
自
の

朝
出
し
ま
し
ょ
う
。

菌

清
小

政

小

戻

真

野

田

吉

村

嘉

小

山

田

喜

ク

小

限

春

A
7

問

弁

長

@
地
権
者
へ
水
遊
関
保
)

南

須

授

阿

部

金

三

郎

。

明

子

忠

義

。

大

野

貞

夫

今

大

野

伝

古

石

川

町

本

一

戸

…

ニ

タ

大

野

ト

ミ

子

G
地
権
者
(
西
部
共
同
向
調
理
場

関
保
〉



たまかわ広報3 

農
事
メ
モ
・
:
:
・
③

No.95 

福祉年金が増額されました
お も な 改 正 点

七
、
八
月
の
天
候
予
報
は
依
然

と
し
て
異
状
天
候
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
次
の
点
に
留
意
L
て
稲

作
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

一
、
中
干
し
間
断
か
お
が
い

中
干
し
間
断
か
ん
が
い
の
効

果
は
稲
を
健
康
に
し
て
、
根
ぐ

さ
れ
や
倒
伏
を
防
ぐ
最
も
良
い

方
法
で
す
の
で
、
穂
が
出
る
三

十、
.t
四
十
目
前
に
行
う
。
そ
の

後
は
二

t
三
日
ご
と
に
間
断
か

ん
が
い
を
す
る
。

二
、
多
年
性
雑
草
を
除
こ
う

最
近
ヒ
エ
な
ど
は
完
全
に
除

草
さ
れ
て
い
る
が
、
広
葉
の
多

年
性
雑
草
が
多
く
発
生
し
て
い

る
の
で
、
幼
穂
形
成
期
前
(
農

林
二
十
一
号
で
七
月
十
五
日

頃
)
に
ホ
ル
モ
ン
剤
の
M
C
P

粒
剤
を
散
布
す
る
こ
と
。
但

し
、
幼
穂
形
成
期
後
は
薬
害
が

で
る
の
で
洋
意
す
る
こ
と
。

三
、
穂
肥
は
し
ん
ち
よ
う
に

秘
肥
の
多
少
は
、
品
種
、
生

育
、
気
象
状
況
に
よ
っ
て
要
否

を
決
定
す
る
こ
と
。
葉
色
の
濃

い
場
合
は
、
穂
肥
前
の
中
間
追

肥
は
で
き
る
だ
け
さ
け
る
こ

と
。
穂
肥
の
一
般
的
な
方
法

は
、
出
穂
十
五
日
前
項
と

L
チ

ッ
ソ
成
分
で
一
・
五
J
二
キ
ロ

グ
ラ
ム
程
度
と
す
る
こ
と
。

四
、
病
害
虫
の
防
除

病
害
虫
の
発
生
予
想
を
み
る

と
、
つ
ゆ
明
け
と
同
時
に
葉
い

も
ち
の
発
生
が
見
込
ま
れ
る
の

で
早
期
発
見
、
防
除
に
つ
と
め

る
こ
と
。
そ
の
後
七

t
十
日
ご

と
に
ニ
J
一
一
一
回
薬
剤
を
散
布
す

る
。
薬
剤
は
プ
ラ
エ
ス
、
キ
タ

ジ
ソ
、
カ
ス
ミ
ン
、
ヒ
ノ
ザ
ン

等
を
十
ア
ー
ル
あ
た
り
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
散
布
す
る
。

今
後
の
水
稲
の
肥
培
管
理
に
つ
い
て

(
石
川
農
業
改
良
普
及
所
よ
り
〉

昭和49年 7月1日

福祉年金の増額と、母子、準母子福祉年金の支給対象となる子等の障害程度の

拡大、拠出制国民年金の保険料の、改訂などを軸とする国民年金法の改正が行な

われました。

これによって、老令福祉年金は、月額5，000円から、 7，500円に、老令特別給付

金は、月額4，000円から、 5，500円に引きあげられるなど、年金額が50.%増額さ

れ、また、スライド制の実施時期が、 49年 9月とすることや、所得制限の緩和が

はかられました。

(単位円)

項 目 現 行(月 額) 改 正(月額〉 実施日

老齢福祉年金 60，000 (5，000) 90，000 (7，500) 

1級 90，000 (7，500) 135，600 (11，300) 49 
障害福祉年金 ー一一一一一 ーー一一一一ーーー一一ーーー一一一一一ー串 一一一一ーーーーーーー一一一一一一ーー . 

2級 60，000 (5，000) 90，000 (7，500) 
9 

母子、準母子福祉年金 78，000 (6.500) 117，600 (9，800) 月

老齢特別給付金 48.000 (4，000) 66，000 (5，EOO) 

所 得制限の緩和

①本人所得制限 49 

老齢準義障母務害子者((夫鈴所婦得) ) 

年収 780，000 年収 900，000 . 
母子、 年収 2.345，474 年収 2，755，247 

5 

②扶養 月

制限 (6人世帯〉
年収 6，000，000 年収 6，885，000 

母子、準母子福祉年金 49 
の支給要件等の緩和 1 級障害

級 障 三区司三
9 子等の障害程度の拡 2 級障害
月

大

支払月の特例 9月期支払 9月期支払 49年度

(5・6・7・8月分〉 ( 5・6・7・8・9月分〉 の特例

福祉年金

拠出年金

保険料の改定 1カ月 1カ月 1 ， 1 0 0円 50.1月|

年金額のスライド 年金額のスライドについては、 49年9月に実

施することとされたが、その上げ幅は現在の

ところまだ確定していない。

2 

福
島
県

警
察
官
募
集

福
島
県
警
察
本
部
で
は
、
昭
和

五
十
年
四
月
に
採
用
す
る
警
察
官

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一
、
受
付
期
間
六
月
二
十
六
日

か
ら
七
月
二
十
五
日
ま
で

ニ
、
受
験
資
格
昭
和
二
十
二
年

四
月
二
日
か
ら
二
十
八
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

ハ
短
大
を
除
く
〉
の
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
者

三
、
採
用
人
員
約
五
十
名

回
、
試
験
の
日
時
と
場
所

ω
第
一
次
試
験
昭
和
四
十

九
年
八
月
十
一
日
午
前
九

時

福

島

市

ω
第
二
次
試
験
昭
和
四
十

九
年
九
月
下
旬
福
島
市

五
、
試
験
の
方
法
と
内
容

ω
第
一
次
試
験
大
学
卒
業

程
度
の
学
力
に
つ
い
て
筆

記
試
験
(
択
一
式
〉

ω
第
二
次
試
験
課
題
論
文

(
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二

枚
位
〉

六
、
身
体
検
査
基
準

身
長
、
百
六
十
セ

γ
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
、
体
重
、
四
十
七
キ

ロ
グ
ラ
ム
以
上
、
胸
囲
、
身
上

の
お
お
む
ね
二
分
の
一
、
視

力
、
両
眼
視
力
が

0
・
六
以
上

叉
は
裸
眼
視
力
が

0
・
一
以
上

で
矯
亙
視
力
が
一
・

O
以
上

こ
の
試
験
に
つ
い
て
詳
し
い
こ

と
は
、
警
察
署
ま
た
は
、
駐
在
所

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



定
め
花
火
の
安
全
治
饗
連
動
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
運
動
の
趣
旨
を
理
解
さ
れ
て
皆

ん
な
で
協
力
い
た
し
ま
し
ょ
ろ
。

4 

夏休み来る
こどもを事故からまもりましよう

夏
の
子
ど
も
の
事
故
防
止
運
動

一
、
趣
-r

旨

・

シ

ジ

ナ

l
、
ポ
ッ
ド
等
か
ら
子

こ
の
運
動
は
、
夏
休
み
中
に
子
ど
も
を
ま
も
る

0

リ

ど
も
が
川

a

元
気
で
明
る
く
、
事
故
・
悪
い
環
境
か
ら
子
ど
も
を
ま
も

の
な
い
生
活
・
を
送
る
よ
う
関
係
機
る

関
、
団
体
お
よ
び
県
民
す
べ
て
が

積
極
的
に
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み

の
運
動
を
す
す
め
る
も
の
で
す
。

=、

一運
動
目
標

「
子
ど
も
を
事
故
か
ら
ま
も
り

ま
し
ょ
う
」

，、

・
交
通
事
故
か
ら
子
ど
も
を
ま
も

る
0
γ

・
水
の
事
故
か

6
子
ど
も
を
ま
も

w
令

内

-

-
花
火
の
事
故
か
ら
子
ど
も
を
ま

T

も
る
。

三
、
実
施
期
間

犬
は
つ
な
い
で

住
み
よ
い
濃
境

昭
和
四
十
九
年
七
月
-
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
ま
で

正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
火

i

花
火
の
安
全
運
動
!

最
近
各
地
に
発
生
し
て
お
り
ま

す
犬
に
よ
る
唆
傷
事
故
及
び
、
農

作
物
家
高
等
に
対
す
る
被
害
を
防
・

止
す
る
た
め
皆
様
の
御
協
力
を
願

い
ま
す
。

。
登
録
、
予
防
注
射
は
お
す
み
で

す
か
、
忘
れ
ず
に
受
け
ま
し
ょ

う
グ

。
飼
い
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
責
任

の
あ
る
飼
い
方
を
し
ま
し
ょ
う

hv 

。
首
輪
ゃ
く
さ
り
は
古
く
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
、
丈
夫
な
も
の
を

使
い
句
ま
し
ょ
う
。

。
野
犬
に
は
餌
等
を
与
え
な
い
で

保
健
所
が
行
な
う
野
犬
一
掃
に

協
力
し
ま
し
ょ
う
A
V

。
不
用
犬
は
放
置
し
な
い
で
保
健

所
叉
は
役
場
に
連
絡
し
そ
の
指

示
に
し
た
が
い
ま
し
ょ
う
グ

※
次
の
場
合
飼
主
が
議
期
を
受
け

ま
す

火
遊
び
の
最
盛
期
で
あ
る
七
月
、

八
月
に
集
中
さ
れ
て
い
る
た
め
今

年
も
社
団
法
人
日
本
煙
火
協
会
主

催
通
商
産
業
省
お
よ
び
各
都
道
府

県
合
後
援
の
も
と
に
「
正
し
く
箆

っ
て
楽
し
い
花
火
」
を
モ
ッ
ト

i

に
八
月
一
日
を
「
花
火
の
日
」
と

お
も
ち
ゃ
花
火
に
よ
る
事
故
に

つ
い
て
は
、
遊
び
場
所
り
選
定
の

誤
り
な
ど
に
よ
る
住
宅
焼
失
等
の

火
災
事
故
や
花
火
の
分
解
遊
び
中

爆
発
に
よ
る
負
傷
事
故
が
全
国
的

に
近
年
毘
立
っ
て
多
く
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
は
花

昭和49年 7見 1日

ル工事急ピッチi
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須
釜
小
中
学
校
プ
ー
ル
が
、
須

釜
小
学
校
裏
校
庭
に
総
ヱ
費
二
千

一
一
一
百
万
円
を
か
け
て
、
石
川
町
の

境
野
組
が
請
負
、
七
月
二
十
五
日

完
成
を
め
ざ
し
工
事
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
り
プ
l
ル
は
長
さ
二
十
五

米
、
巾
十
五
米
、
深
さ
一
米
の
中

学
生
用
と
長
さ
十
王
米
、
巾
十

米
、
深
さ

C
・
五
米
の
小
学
生
用

の
一
一
つ
が
出
来
あ
が
り
ま
す
。

ブ
ー
ル
の
建
設
は
、
父
兄
や
子

供
達
の
待
ち
望
ん
で
い
た
も
の
で

今
ま
で
の
よ
う
に
加
や
池
な
ど
危

険
な
場
所
で
の
水
泳
ぎ
も
な
く
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
み
ん
な
元
気
で
す
な
お
な
良
い
子
」

少
年
球
技
大
会

八
丹
八
日
に

95 

「
み
ん
な
元
気
で
、
す
な
お
な

良
い
子
」
と
額
わ
ぬ
者
は
あ
り
ま

せ
ん
。
夏
休
み
の
青
少
年
健
全
育

成
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
四
十
七

年
に
始
め
ま
し
た
玉
川
村
少
年
球

技
大
会
も
今
年
で
第
三
回
を
追
え

る
こ
と
に
な
り
、
八
月
八
日
、
須

釜
小
中
学
校
々
庭
に
お
い
て
村
が

主
催
し
、
公
民
館
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
共
催
に
よ

D
、
各
学
校
P

T
A
な
ど
の
協
力
を
得
.て
開
催
す

ゐ
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ち
大
会
も
村
民
の
皆
さ
ん
む

ご
協
力
に
よ
り
児
量
生
徒
の
意
欲

も
年
ご
と
に
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
青
少
年
健
全
育
成
の
立
場
か

ら
、
子
供
連
に
対
す
る
地
域
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
が
大
切
か

と
思
い
ま
す
。

一

こ
の
大
会
を
通
じ
て
ん
青
少
年
健
全

育
成
へ
の
地
域
活
動
を
活
発
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
き
大
会

と
し
て
行
き
た
い
と
思
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

No~ 

ロ
登
録
、
注
射
を
受
け
な
か
っ
た

と
き
。

。
鑑
札
、
注
射
済
緊
を
つ
け
な
か

っ
た
と
き
。

。
は
な
し
銅
い
を
し
て
い
る
と

き
0

0

人
を
唆
ん
だ
こ
と
を
知
っ
て
い

て
届
け
出
を
し
な
.か
っ
た
と

b
c
o
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まかあ

葉
た
ば
こ
な
ど
に
大
ひ
ょ
う
害

総
額
八
千
六
百
万
円
を
こ
え
る

た

今
年
は
春
か
ら
不
嬢
な
天
候
で

災
害
が
心
配
さ
れ
て
お
ち
ま
し
た

が
、
六
月
六
吾
、
九
日
の
二
回
に

わ
た
っ
て
本
村
を
お
そ
っ
た
雷
雨

誌
、
局
部
的
に
ニ
ふ
i
l
三
十
ミ
歩

大
の
「
ひ
ょ
う
」
を
ふ
ら
せ
、
議

作
物
に
大
き
な
被
堂
一
間
引
か
出
ま
し

た。
中
で
も
山
小
口
艇
を
中
心
と
し
た

糞
た
ば
こ
は
潰
議
的
な
被
饗
を
受

け
ま
し
た
。
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2患の被犠集計

5 

ま
た
、
高
須
釜
、
四
辻
新
田
で

誌
土
砂
の
流
出
、
流
入
な
ど
予
想

を
は
る
か
に
上
田
る
被
害
が
あ

り
、
設
響
総
額
で
入
千
六
百
四
十

八
万
七
千
円
に
の
ぼ
り
農
家
経
務

に
与
え
る
影
欝
は
大
き
な
も
の
が

あ
ち
ま
す
。

数
寄
を
受
け
た
方
々
に
心
か
ら

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

各
作
物
別
の
被
害
状
混
は
次
の

と
お
り
で
す
。

86，487 

…
保
険
税
が
年
々
高
く
な
り
、

一
納
税
点
引
の
併
さ
ん
方
に
は
本
当

…
に
大
変
・
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

一
す
。
そ
こ
で
、
保
険
制
定
ど
の

一
よ
う
に
し
て
課
税
に
な
る
の
か

一
、
叉
、
な
ぜ
長
殻
税
が
上
が
る

一
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し

…
ょ
う
。

一
1
、
保
接
税
は
目
的
税
で
あ
る

一
病
気
や
桂
我
を
し
た
と
き
・
医

一
線
、
費
〆
を
お
五
い
に
扶
助
し
会
う

一
と
い
う
こ
と
か
ら
産
療
保
険
縦

一
度
が
で
き
、
工
場
や
会
社
な
ど

一
に
勤
め
る
方
は
被
用
者
保
践
に

?
入
り
プ
農
業
や
営
撲
を
与
て
い

一
る
方
一
は
市
問
討
が
行
な
う
賎
民

一
健
療
保
険
に
加
久
じ
て
い
る
と

…
と
は
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

…
す
が
、
こ
の
悶
民
龍
豪
保
検
事

一
業
を
灘
饗
す
る
た
め
の
除
夜

一
は
、
国
か
ら
の
支
出
金
と
鹿
島

…
龍
家
保
険
加
入
の
世
帯
主
が
続

一
め
る
保
験
税
で
ま
か
な
わ
れ
て

一
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
保
険

一
税
は
霞
保
事
業
に
の
み
充
当
さ

一
れ
る
と
い
う
践
的
を
も
っ
主
税

一
金
で
あ
り
ま
す
。

一

2
、
探
険
税
の
薩
療
費
に
対
す

一

る

割

合

一
医
療
費
は
悶
保
加
入
の
皆
ざ

一
ん
が
臨
者
に
か
か
る
時
、
一
ニ
鰐

一
を
自
分
が
負
担
し
て
支
払
い
、

一
七
割
は
保
険
者
、で
あ
る
村
の
爵

…
保
会
計
か
ら
支
払
い
ま
す
が
、

叫
に
の
七
認
の
う
ち
閣
が
間
・
五

一
割
負
担
し
、
残
り
の
こ
・
五
割

一
が
保
険
税
と
な
ち
ま
す
。
保
後

一
税
む
標
準
課
税
額
は
国
保
会
計

一
で
負
担
す
る
医
療
饗
の
六
五
弾

一
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

391 計メh、
口

〈
わ
が
村
の
場
合
は
託

OMN前
F

で
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
〉

3
、
保
険
税
の
算
出
方
法

∞
課
税
方
式

保
挨
税
総
頼
を
一

O
Oと
す
る

と
、
納
税
者
の
負
担
能
力
に
臨
じ

て
所
得
割
合
が
四

O
、
間
定
資
産

額
合
が
一

O
、
給
税
者
の
受
益
に

応
じ
て
人
員
割
合
が
三
五
、
世
帯
別

平
等
部
会
が
一

O
と
な
る
よ
う
に

課
税
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

∞
保
険
税
の
最
高
限
度
額

率
と
合
せ
る
と
対
前
年
一
一
一

O
M沖
を

こ
え
る
医
療
費
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

5
、
高
額
療
養
費
の
給
計

十
品
年
の
西
見
か
ら
は
月
三
万
円

を
こ
え
て
陸
自
ゑ
祖
し
た
匿
療
費

に
つ
い
て
は
、
そ
の
こ
え
た
額
が

高
額
療
養
費
と
し
て
罷
株
会
計
よ

り
支
給
さ
れ
る
と
と
は
議
に
お
知

ら
せ
し
た
還
り
で
す
。

6
、
臨
擁
壁
が
多
く
な
れ
ば
保
税

は
高
く
な
忍

所
得
な
ど
多
い
方
で
十
二
万
円

を
こ
え
る
額
が
算
出
さ
れ
た
時
は

士
二
万
円
で
と
ど
め
ま
す
。

ω保
験
税
の
誠
額

詰
年
の
所
得
が
少
な
い
方
ハ
総

一
所
得
金
額
が
十
八
万
円
以
下
の

入
、
、
あ
る
い
は
十
八
万
円
に
世
帯

主
を
除
く
数
保
険
者
一
入
に
つ
い

て
十
一
万
円
を
加
え
た
額
よ
り
も

総
所
得
金
額
が
少
な
い
人
〉
誌
は

算
出
し
た
課
税
額
か
ら
減
額
さ
れ

ま
す
。

4
、
臨
療
饗
の
上
昇

陸
一
療
費
は
年
々
増
加
を
し
て
お

号
、
わ
が
村
の
場
合
、
最
近
一
一
一
年

間
の
一
戸
巡
り
平
均
一
五
・
忠
男

の
白
訴
訟
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
四
十
九
年
ニ
月
か
ら
医
療
費

の
改
訂
が
な
さ
れ
、
実
質
宇
七
・

五
銘
単
価
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
本
年
度
は
自
然
上
昇

こ
の
よ
う
に
際
療
費
を
ま
か
な

う
の
は
関
か
ら
の
支
出
金
と
探
検

おが村の医療費(傑強者負担分)

と保険税の上昇(1戸当り)
10 

9 

税
で
為
る
の
で
、
医
療
費
が
増
加

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
そ
れ
に
応
じ
て

保
険
税
が
高
ぐ
な
る
こ
と
が
ご
理

解
ね
が
い
る
と
患
い
ま
す
。

フ
、
探
検
税
を
少
し
で
も
按
く
す

忍
た
め
に

保
検
税
の
負
担
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
し
た
い
こ
と
は
中
す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
守
そ
の
た
め
に
は

ω建
康
診
断
や
成
人
病
検
診
を

定
期
的
に
受
け
て
{
病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
。

ω病
気
は
亭
く
見
つ
け
卒
く
な

お
す
。待

問
じ
病
気
で
何
ケ
所
も
の
抵

者
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

ω無
謀
運
転
な
ど
で
事
設
を
起

き
な
い
・
よ
う
に
注
意
す
る
。

な
ど
保
険
税
を
高
く
し
な
い
た

め
の
予
防
方
法
を
み
ん
な
で
考

え
、
実
行
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

E車検税
41，828悶

4事〈見込〉48 46 
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収

入
印
紙
を
貼
付
し
た
委
任
状
を
持

参
す

R

る
こ
と
に
な
っ
、
ゼ
い
る
ー
と
と

6 

.
八
起
人
乏
HFず

加
戸

い
て

34 
pi 
L斤t
~ ¥j' 

H久暗L

iマ
jl 
語、
対乙

b
f
k
A
昌
げ
し
点
ず

F

W
忽
氏
平
易
ザ
篠
弘
明
窄
え
寸
前
・
マ
祥
三
さ

JMeサ
~f
，ι
F
4
.
八
混
入
ぃ
乏
μ
民

'
l
Jて
立
権
限
?
キ
β
l
vト
ヲ
.
て
主
ふ
げ

a

l--，
 

昭和49年7月 1日

メけが
M
e

村一ーで徹

三
川
村

L
t
b
Z
Eパ
L
9
d〈

d
w
h
p

芹

No.95 

見1

21 

たまかわ広報

溝

井

~~ 

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
代
理
人
選
任
届
も

便
袋
、
ザ
ラ
紙
等
適
宜
な
用
紙
で

本
人
が
作
成
し
、
署
名
捺
印
す
る

LIIIII__llillll~lltllll_IIIIIII_IIII~I'，_J 
盛個

落書E

サソ休
ツフヲ臼
キトに
展 ポ
も!
{こ)1.-
ぎ大
わ会
つ

〈
川
辺
V

晴
れ
わ
た
っ
た
絶
好
の
ス
ポ
ー

ツ
日
和
の
六
月
二
日
、
川
辺
部
落

で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

川
辺
部
落
は
十
八
組
あ
り
ま
す

が
、
三
組
で
一
チ
l
ム
を
編
成
し

た
六
チ
l
ム
が
川
辺
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
集
ま
り
、
矢
吹
政
二
区

長
の
始
球
で
試
合
が
開
始
W
C
れ
熱

戦
を
く
り
ひ
る
ぽ
た
結
栗
刊
ー
一
第
一
丑

組
、
第
六
組
、
第
す
一
組
で
編
成

し
た

D
チ
l
ム
が
優
勝
し
、
曲
山

木
材
庖
寄
贈
の
大
優
勝
ト
ロ
フ
ィ

ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
1

六
月
十
日
、
十
一
日
の

一
一
日
間
、
川
辺
寄
植
愛
好
会
並
び

に
サ
ツ
キ
愛
好
者
の
皆
さ
ん
に
よ

る
展
示
会
が
川
辺
公
民
‘
館
を
会
場

と
し
て
開
か
れ
、
寄
植
約
五
十

点
、
サ
ツ
キ
約
主
十
京
に
見
物
に

き
た
部
落
の
人
た
ち
か
ら

μ
た
い

し
た
も
ん
だ
な
い
H

と
い
う
芦
が

き
か
れ
ま
し
た
ロ

推
進
員
活
動
だ
よ
り

(
山
小
屋
地
域
〉

.
改
良
推
進
員
と
し
て
の
活
動

は
、
農
村
地
域
を
愛
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
小
屋
地
域
に
お
け
る
活
動
も

そ
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
山
間
地
の

山
小
屋
部
落
の
発
展
の
方
向
を
克

え
出
す
た
め
の
取
り
組
み
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
四
月
に

は
部
落
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て

婦
人
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
・
石

川
農
業
改
良
普
及
所
の
指
導
の
も

と
に
、
四
足
、
五
月
の
二
回
二
十

数
名
の
地
域
婦
人
が
参
加
し
て
一
講

習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

内
容
は
‘
千
五
沢
開
発
と
の
開

m

連
を
も
た
せ
る
山
林
の
高
度
利
用

を
ね
ら
っ
た
、
く
り
栽
培
あ
る
い

は
、
ぶ
ど
う
栽
培
の
研
究
討
議
を

重
ね
る
も
の
で
、
改
善
の
意
欲
を

高
め
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
づ
く

り
の
た
め
の
実
践
活
動
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

三長官 続
孫 孫 孫孫 孫孫孫

男 男孫'、柄

部

落

出

生

児

氏

名

川

辺

関

町

根

一

和

a

'

之

小

高

失

，

.

吹

ゅ

う

、

中

高

林

勝

枝

岩

法

寺

佐

久

間

倉

〆

光

竜

a

崎

ん

布

三

司

一

野

智

哉

高
須
'
釜
L
P
3
草…
F

r

i

t

野
γ

真

理
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